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Fig. 1. KUB film demonstrated a giant bladder
stone and right staghorn calculi.
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A 38-year-old man visited our hospital complaining of lower urinary tract symptoms. He had

undergone extracorporeal shockwave lithotripsy to remove a right renal stone two times when he was 24

years old. Since examinations revealed right staghorn calculi and a giant bladder stone, vesicolithotomy was

carried out. The removed stone measured 95×75×55 mm and weighed 250 g. We hypothesized that a

fragment of the upper urinary tract stone had reached the bladder which could not be discharged

spontaneously, and grew in the bladder. After the operation, uroflowmetry and voiding cystourethrography

were performed and the results indicated no abnormalities in the lower urinary tract function.

(Hinyokika Kiyo 60 : 393-396, 2014)
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緒 言

本邦における下部尿路結石の発生頻度は尿路結石全

体の約 5％であるといわれており1)，その中でも 100

g を超えるいわゆる巨大膀胱結石の報告は少ない．今

回われわれは，下部尿路障害や膀胱異物の合併がない

にも関わらず 250 g の巨大膀胱結石を発症した症例を

経験したので報告する．

症 例

患 者 : 38歳，男性

主 訴 : 排尿時痛

既往歴 : 2001年12月と2002年 1月，右腎結石に対し

て ESWL を施行するも砕石効果不良．長径 17 mm の

残石に対して再度 ESWL を予定するも同年 2月以後，

通院途絶．尿道カテーテル留置の既往なし．

現病歴 : 2012年末から排尿時痛，残尿感，尿勢低

下，尿線途絶などを自覚し，2013年 1月に近医を受診

した．レントゲン検査で右珊瑚状結石と膀胱結石が指

摘され，同日精査・加療目的に当科に紹介された．な

お，一般用医薬品，医療用医薬品ともに常用歴はな

かった．

入院時現症 : 身長 163.5 cm，体重 49.0 kg，血圧

120/64 mmHg，脈拍66/分，腹部平坦・軟，膀胱部に

腫瘤を触知せず，右腎部圧痛なし，叩打痛なし．

入院時検査所見 : 血液生化学検査に異常を認めず．

Ca 9.5 mg/dl，IP 4.4 mg/dl．尿一般検査 : 尿比重

1.016，PH 8.0，蛋白（1＋），糖（−），RBC 50∼99/

hpf，WBC 30∼49/hpf．尿培養 : 陰性．尿細胞診 :

class II．

画像検査 : KUB で右腎に一致して，腎盂から下腎

杯にかけて 40 mm 大の結石様陰影と，骨盤内に膀胱
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Fig. 2. A : Abdominal CT revealed a giant bladder
stone. B : Abdominal CT also demonst-
rated staghorn calculi of the right kidney.
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Fig. 3. The stone size was 95×75×55 mm and
weighed 250 g. The cut surface showed a
layered structure and no foreign bodies were
detected in it.
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Fig. 4. Voiding cystourethrography revealed no
abnormal findings in the lower urinary tract.
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Fig. 5. Uroflowmetry showed a normal pattern.

の部位に一致して 80×55 mm 大の結石様陰影を認め

た (Fig. 1）．CT 検査では右腎珊瑚状結石，右水腎症，

膀胱巨大結石，軽度膀胱壁肥厚を認めた (Fig. 2）．

尿道膀胱鏡検査 : 前部尿道に軽度のリング状狭窄を

認めるも内視鏡の通過はスムースで，前立腺部尿道に

圧排所見は認められなかった．膀胱内はほぼ全体が結

石で占められていたが，観察できる範囲において肉柱

形成は認められず，膀胱粘膜は軽度発赤をみとめるも

のの明らかな腫瘍性病変は認められなかった．

経 過 : 以上から右腎珊瑚状結石と膀胱結石と診断

し，先ず膀胱結石の治療を行うこととした．巨大結石

であることを考慮して，術式は経尿道的手術ではなく

開腹による膀胱切石術を選択した．2013年 2月，全身

麻酔下に膀胱切石術を施行した．結石は膀胱粘膜と癒

着しておらず，容易に完全摘出された．その他膀胱内

に憩室，腫瘍などは認められなかった．摘出結石の大

きさは 95×75×55 mm で，重量は 250 g であった．

表面は黄褐色，平滑で，割面は年輪様の層構造をなし

ていたが，中心に核となる異物は認められなかった

(Fig. 3）．結石分析の結果は中心部がリン酸カルシウ

ム98％以上，中間層がリン酸カルシウム67％，リン酸

マグネシウムアンモニウム33％，最外層がリン酸カル

シウム43％，リン酸マグネシウムアンモニウム57％で

あった．術後経過は良好で術後13日目に排尿時膀胱尿
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道造影 (Fig. 4) にて縫合不全がなく，かつ排尿状態が

良好であることを確認の上で膀胱留置カテーテルを抜

去し，術後17日目に退院した．退院 1カ月後の評価で

は，IPSS 1点，QOL index 1点であり，尿流測定結

果は正常波形であり，Qmax 28.6 ml/s と明らかな排

尿障害を認めなかった (Fig. 5）．なお，後日右腎結石

に対し経皮的腎砕石術を行った．

考 察

巨大膀胱結石の明確な定義はないが，一般には 100

g 以上の結石が巨大膀胱結石とされている2)．過去10

年間の本邦報告例に関して，巨大膀胱結石のキーワー

ドで検索したところ男性 5例，女性 6例の11例の報告

があった．背景因子としては脳血管障害 2例，腰椎術

後 1例，尿道カテーテル留置 1例，尿管ステント留置

1例，尿管ステント留置と原発性副甲状腺機能亢進症

1例，長期臥床 1例，回腸利用新膀胱 2例，膀胱膣瘻

を伴う膀胱異物 1例，原因不明 1例であり，ほとんど

の症例において下部尿路機能障害あるいは膀胱内異物

との関連性が推察された3~13)．

膀胱結石の成因には，慢性的な尿路感染症や膀胱内

異物などにより膀胱内で結石が形成される場合と，膀

胱内に排石された上部尿路結石が体外に排出されずに

膀胱内で増大する場合の 2通りが考えられる．自験例

では慢性尿路感染の原因となりえる神経因性膀胱など

の基礎疾患はなく，また長期尿道カテーテル管理など

の既往もない．一方，右腎結石の既往があることに加

えて，摘出結石から核となる異物は認められなかった

ものの結石成分分析の結果がリン酸マグネシウムアン

モニウムを含んでいること，さらには受診時の尿 PH

8.0とアルカリ尿であったことなどを総合すると，本

症例の膀胱結石は上部尿路結石が膀胱内へ下降し，体

外へ排石されないまま感染を繰り返し，成長した可能

性が高いと考えられる．

尿管から膀胱内まで下降しえた結石が膀胱から体外

へ排出されないという現象は，生理的な尿管径と尿道

径を比較すると，明らかな下部尿路通過障害が存在す

る場合以外には起こり難い現象であると思われる．本

症例では，尿流測定では閉塞パターンや腹圧排尿パ

ターンを認めず正常範囲と考えられた．またカテーテ

ル抜去時に施行した排尿時膀胱尿道造影では膀胱形態

異常，排尿筋括約筋強調不全，尿道狭窄などの異常を

認めず，残尿もなかった．これらを総合すると，本症

例では明らかな排尿障害は存在しなかったと考えられ

る．

尿管結石の自然排石に関しては多くの研究があり，

済らは，下部尿管結石については短径 6 mm 以下であ

れば 9割が自然排石され，10×6 mm 以上の結石では

排石率は 5割に低下すると報告し14)，また Moore ら

は 6 mm 以上の下部尿管結石は自然排石しにくいこと

を報告している15)．一方，膀胱結石の自然排石に関

する研究は少なく，膀胱結石，自然排石のキーワード

で過去20年間の文献を検索したところ 5件の論文が該

当したが，排石に関与する要因などの検討を行ったも

のはなく，膀胱結石の自然排石に関する要因について

は不明な点が多いと考えられる．

自験例のように下部尿路に基礎疾患がないにも関わ

らず，尿管から膀胱内に排石されたと思われる結石が

体外に自然排石されず巨大化した症例は稀であると思

われる．本症例では結石の急速な成長を促すような基

礎疾患の合併や薬物の常用歴はなかった．また問診上

明らかな排尿習慣や飲水習慣の異常も見られず，入院

時検査での尿比重も正常範囲内であったことから，こ

れらの背景因子に関しては否定的であると考えられ

る．近年下部尿路機能に関する研究の進歩は著しい

が，排尿時の膀胱内における尿流動態に関してはほと

んど研究されていない．尿管結石が尿管の蠕動運動に

より直線的に移動するのに対して，排尿時の膀胱内の

尿流は複雑であり膀胱内の結石は簡単には内尿道口に

流れ込まないのかもしれない．尿管結石が膀胱内に自

然排石した症例については，膀胱から容易に体外へ排

石されずに膀胱内で成長する可能性があることを念頭

に置いて，慎重にフォローアップすることが必要であ

る．

結 語

今回われわれは上部尿路結石に起因すると考えられ

る巨大膀胱結石を経験した．排尿障害を呈する合併症

のない患者でも，膀胱結石が排石されずに膀胱内で巨

大化する可能性もあると考えられた．
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